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論文審査の結果の要旨
NY-ESO-jは腫覇軍精巣抗原の一つであり種々の腫軍事に発現を認める。また免疫原性が強く正常組織には発現しないため
癌免疫療法の標的分子となっており NY-ESO-j発現癌患者体内でNY-ESO-jに対する抗体が誘導されることがある。しか
しその頒度は高くない。一方胃癌についてのNY-ESO-j発現率や抗体産生率の報告はない。今回我々は363例の胃癌症例
に対しNY-ESO-jに対する抗体産生の有無を解析し60例に対し抗原発現解析を行った。また抗体産生が認められた症例
で治療前後での抗体反応の推移を観察した。抗体産生は363例中41例に見られ進行したステージで産生率が高かった。
線治切除後無再発症例では抗体反応は全例術後陰性化の傾向を示したが再発症例では陰性化することなく再発と共に
増強した。切除不能症例では治療前後で強い抗体反応が維持された。抗原発現は 60例中j9伊lに見られ抗原陽性者で高
率に抗体産生が見られた。以上の結果から胃癌においてNY-ESO-j抗体反応は新たな腫療マーカーとなる可能性が示唆
されたことを示した本論文は学位の授与に値すると考えられる。
